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よ
こ
は
ま
市
民
生
活
白
書
8
8
　
9
4
「
第
３
章
」
ま
ち

第
２
節
　
人
び
と
の
生
活
の
あ
る
ま
ち
／
人
び
と
の
生
活
と
沿
線

沿
線
開
発
の
経
緯
と
特
色

人
び
と
の
生
活
を
支
え
る
鉄
道
沿
線

そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か

　
鉄
道
沿
線
に
住
む
人
び
と
の
生
活
、
す
な
わ
ち
通
勤

や
買
い
も
の
な
ど
の
活
動
は
、
当
然
な
が
ら
移
動
手
段

と
し
て
の
鉄
道
に
大
き
く
か
右
さ
れ
る
。
ま
た
、
沿
線

の
居
住
者
は
開
発
の
時
期
や
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
固
有
の
意
識
を
有
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
沿
線
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
相
違
が

あ
る
の
か
、
「
沿
線
開
発
の
経
緯
」
、
「
人
び
と
の
行
動
」
、

「
人
び
と
の
意
識
」
か
ら
見
る
こ
と
と
す
る
。

　
ま
ず
、
沿
線
開
発
の
経
緯
と
特
色
を
み
て
み
よ
う
。

東
海
道
・
横
須
賀
線

　
明
治
2
0
年
に
、
横
浜
駅
よ
り
西
が
開
通
し
た
。
戦
前

の
市
街
地
は
、
保
土
ヶ
谷
駅
周
辺
と
戸
塚
駅
周
辺
の
み

で
あ
っ
た
。
戦
後
、
公
共
や
民
間
に
よ
る
主
に
中
小
規

模
の
宅
地
開
発
や
、
柏
尾
川
沿
い
の
工
場
立
地
が
進
み
、

に
工
場
が
は
り
つ
き
、
さ
ら
に
4
0
年
代
に
は
い
る
と
束

本
郷
、
竹
山
な
ど
の
団
地
が
で
き
、
駅
周
辺
の
市
街
化

が
進
む
。
し
か
し
、
5
0
年
代
に
入
っ
て
も
、
線
路
沿
い

に
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
駅
か
ら
は
な

れ
た
と
こ
ろ
で
は
ま
だ
緑
が
の
こ
っ
て
い
る
。

東
横
線

　
昭
和
３
年
、
渋
谷
－
桜
木
町
間
が
開
通
し
た
。
戦
後

東
京
の
発
展
を
う
け
て
、
2
0
年
代
に
は
綱
島
－
大
倉
山

間
に
住
宅
が
切
れ
目
な
く
つ
な
が
り
、
4
0
年
代
か
ら
は
、

新
吉
田
、
新
羽
な
ど
、
駅
か
ら
は
な
れ
た
地
域
で
も
住

宅
地
の
中
小
規
模
開
発
が
進
み
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど

市
街
化
さ
れ
て
い
る
。

田
園
都
市
線

　
昭
和
4
1
年
に
溝
ノ
ロ
ー
長
津
田
間
が
開
通
し
た
が
、

こ
れ
は
、
東
京
の
人
目
増
加
の
受
け
皿
と
し
て
実
施
さ

れ
た
大
規
模
な
開
発
と
、
一
体
と
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
沿
線
開
発
は
青
葉
台
、
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
を
中
心
に
行

わ
れ
、
5
0
年
代
に
は
両
駅
を
中
心
に
か
な
り
の
部
分
が

市
街
化
さ
れ
た
。
一
方
、
恩
田
川
、
鴨
志
田
川
沿
い

に
は
、
今
も
農
業
地
が
点
在
し
、
田
園
的
雰
囲
気
も
の

■沿線の市街化

は
、
一
部
を
の
こ
し
て
ほ
ぼ
市
街
化
さ
れ
て
い
る
。

横
浜
線

　
明
治
4
1
年
に
、
横
浜
港
と
八
王
子
方
面
の
養
蚕
産
地

と
を
結
ぶ
貨
物
輸
送
を
目
的
に
、
八
王
子
-
東
神
奈
川

間
が
開
通
し
た
。
昭
和
3
0
年
代
後
半
か
ら
は
鴨
居
周
辺

50
年
代
に
は
広
範
囲
に
市
街
化
か
進
行
し
た
。
現
在
で
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こ
さ
れ
て
い
る
。

京
浜
東
北
線

　
明
治
５
年
に
、
東
京
-
横
浜
間
が
開
通
し
た
。
沿
線

開
発
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
京
賠
工
業
地
帯

の
整
備
と
と
も
に
進
み
、
戦
前
は
海
側
に
、
3
0
年
代
か

ら
は
丘
陵
部
に
行
わ
れ
、
5
0
年
頃
に
は
ほ
ぼ
全
域
が
市

街
化
さ
れ
て
い
る
。
鶴
見
区
の
人
口
も
昭
和
２
２
年
に
は

1
4
万
人
、
3
2
年
に
は
2
1
万
人
と
現
在
の
人
口
と
ほ
ぼ
同

じ
に
な
っ
て
い
る
。

根
岸
線

　
昭
和
3
0
年
代
の
根
岸
湾
の
埋
め
立
て
に
よ
る
工
業
化

に
対
応
す
る
目
的
で
、
3
9
年
に
桜
木
町
ｌ
磯
子
間
が
開

通
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
圏
の
人
口
増
加
の
受
け
皿
と

し
て
の
公
的
大
規
模
開
発
（
２
地
点
５
０
０
㌶
）
の
進

展
と
と
も
に
延
伸
し
、
4
8
年
に
桜
本
町
ｌ
大
船
間
の
全

線
が
完
成
す
る
。
5
0
年
代
に
は
大
部
分
が
市
街
化
さ
れ
、

現
在
で
は
ほ
ぼ
開
発
は
終
了
し
て
い
る
。

京
浜
急
行
線

　
京
浜
工
業
地
帯
の
整
備
に
あ
わ
せ
、
東
京
と
の
接
続

を
は
か
る
目
的
で
、
明
治
3
9
年
に
神
奈
川
－
品
川
間
が

開
通
し
た
。
開
発
状
況
を
み
る
と
、
戦
前
で
は
上
大
岡

よ
り
北
で
市
街
化
が
進
み
、
戦
後
で
は
3
0
年
代
か
ら
4
0

年
代
に
か
け
て
、
南
部
の
丘
陵
地
帯
に
お
い
て
比
較
的

大
規
模
な
開
発
が
行
わ
れ
た
。
現
在
で
は
、
開
発
は
ほ

ぼ
完
了
し
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
周
辺
に
は
市
民
の
森

な
ど
緑
も
の
こ
っ
て
お
り
、
ま
た
海
の
公
園
な
ど
の
整

備
も
進
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
、
官
民
共
同
の
事
業
と
し

て
実
施
し
て
い
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
金
沢
シ
ー
サ
イ

ド
ラ
イ
ン
も
、
6
4
年
夏
に
は
新
杉
田
－
金
沢
八
景
（
暫
定

駅
）
間
で
開
業
す
る
予
定
で
あ
る
。

相
鉄
線

　
相
模
川
の
砂
利
輸
送
の
た
め
の
貨
物
線
と
し
て
、
昭

和
８
年
に
厚
下
横
浜
間
が
開
通
し
た
。
2
0
年
代
に
は
、

保
上
ヶ
谷
区
の
星
川
・
天
王
町
な
ど
の
工
場
地
帯
を
中

心
に
、
市
街
化
は
進
ん
だ
。
3
0
年
代
に
は
、
二
俣
川
以

遠
で
は
、
市
営
住
宅
な
ど
の
公
共
住
宅
の
建
設
や
民
間

の
大
規
模
開
発
が
行
わ
れ
た
。
4
0
年
代
か
ら
は
、
小
規

模
開
発
が
急
速
に
進
み
、
5
0
年
頃
に
は
沿
線
の
大
部
分

■鉄道の変遷と市街地の拡大

よ
こ
は
ま
市
民
生
活
白
書
8
8
　
9
5
【
第
３
章
】
ま
ち

が
市
街
化
し
た
。
一
方
、
い
ず
み
野
線
は
大
規
模
開
発

　
（
７
地
点
３
５
５
㌶
）
と
一
体
と
な
っ
た
新
線
で
、
昭

和
5
1
年
に
二
俣
川
－
い
ず
み
野
間
が
開
通
し
、
6
3
年
度

に
は
中
和
田
ま
で
延
伸
の
予
定
で
あ
る
。

市
営
地
下
鉄
線

　
昭
和
4
7
年
に
、
上
大
岡
－
伊
勢
佐
木
長
者
町
間
で
開

通
、
6
2
年
に
は
戸
塚
ま
で
延
伸
し
、
現
在
で
は
戸
塚
－

新
横
浜
問
を
結
ん
で
い
る
。
6
7
年
開
通
予
定
の
新
横
浜

－
あ
ざ
み
の
間
に
は
、
港
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
も
あ

り
今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

昭和28年迄の市街地は

京浜工業地帯と都心部、

昭和42年～52年にかけ

て郊外部で市街化
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